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部
分
は
お
な
き
だ
に 

不
足
：し
ゥ

S

あ
る
歐
洲
詣
國
の
金
，

.保

有

高

を

取

.付

け

る

に

至

つ

4̂
。

其
結
果
ビ
し
て
詣
國
の 

'爲
替

W

揚
は
著
し
く
揽
亂
さ
れ
、戦
爭
當
時
に
比
較
し
て
、異
な
る
所
を
見
な
か
ゥ
た
。
斯
る
爲 

替
の
狀
，態
ど
復
奮
ず
る
に
就
す

*最
も
簡
便
な
る
手
段
ど
し
て
，目
さ
れ
る
の
は
，合
衆
國
が
外
國 

有
價

P
,

券
じ
對

し

て

、

従
来
ょ

ム

も

多
ぐ
の
放
資
を
爲
す
の

一

事
で

あ

C
V

て

、

此
：事
さ
へ
行
は
れ

. 

な
な

ら

ジ
て
爲
替
の
低
落
を
防
ぎ
得

る

.

も
の
ビ
考
へ

ら

れ
た
。
此
事
は
餘
程
以
前
か

ら

， 

世
人
の
認
め
る
所
ビ
爲

.
0

て
智
る
の
で
あ
ク
て
、現
に
ふ
.ク
シ
ャ

，
チ

.
ム.、マ
ジ

ー

ド
ヤ
ン
氏
の
著 

書
.に
も
、左
の
如
き

一

節
を

見
出
ず
。

M
歐
洲
餓
國
の
信
用
の

.
壤
敗
し
た

.今
日
に
於
て
は
、合
衆
國
の
年
に
獲
齋
す
可
き
債
權
超
過
額 

は
合
娘
國
す
る
輸
入
資
易
に
依
つ
て
、之を

-決
濟
す
る

を

得

な

：，い
。

隨
ウ
て
歐
洲
の
狀 

,/

加
が
普
態
に
復
ず
る
ま
で

"合
银
國
は
諸
國
に
向
？
て
、資
金
を
貸
付

‘け
る
こ
と
を
繼
‘績
し
な

; I

け

ん

ぱ

な

ら

ぬ

リ

此

貸

付

の

行

は

る 

>
と
共
に
、貸
付
金
は
！
時
合
银
國
の
僮
條
ビ
爲
り
、其 

れ
だ
け
年
々
の
債
權
趙
過
額
を
减
中
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。

I終
局
の
結
果
か
ら
云
へ 

ぐ
增
加
す
る
資
付
金
に
對
す
る
利
子
は
債
權
額
を
增
加
す
る
所
以
で
あ
る
が
、政
府
貸
出
金 

に
對
す
る
科
子
の
ま
彿
は
少
な
ぐ
ご
も

1

時
延
期
さ
れ
る
こ

.と
を
以
り
て
、至
當
ご
す
る

0 

.

蓋
し
歐
洲
諸
國
に
對
す
る
输
入
の
想
過
す
る
こ
と
が
！

.
部
の
原
因

V
J

爲
ウ
て
、諧
國
の
爲
替 

相
揚
が
低
落
す
る
の
は
：、必

然

の

勢

で

あ

：

C
V

て 
>面
しV

此
事
は
♦
缴
國
政
府
貸
付
金
に
駒
す 

る
利
子
の
支
拂
に
卵
貨
を
供
へ
、る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
に
き 

娘
國
の
國
庫
は
國
內
に
外
國
の
通
貨
を
待

つ

こW

を
要
し
な
い
し
、

X

大
な
：る
對
外
債
權
を 

固
定
さ
せ

る

こ
ご
.
を
'も
要
レ
な

'い
？

而
し
て
；國

庫

が

利

子

の

徵

收

を

猶

豫

し

な

か

ウ

た

な

♦

ぱ
其
結
果
ご
し
て
歐
洲
に
生
や
.る
財
政
上
の
困
難
は
衆
國
に
於
て
行
は
れ
可
き
物
資 

め
購
入
を
妨
げ
る
に

至
‘ら
ざ
る
を
得
な
い
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g
.

考
，へ
'
ほ
今

0̂
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^
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查
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翁
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今
、<1：

激
»

の
：資
，#
家

|
&
外
國

#

價
，瞪，券
放
資
し
だ

.な
&

ぱ
"其

賈

入

れ

ね

0
券
に
働 
一-
 ̂

る寒拂を行替手形を雪要

V

爲
.'も道
理
で
め
る
か

ら
"斯

<

購
入

.

さ
.： 

れ
る
外
，國

有

價

瞪

券

が

爲

替

韦

形

：の

供

給

過

剩

，高
一
を
同
額
に
上
0

た
揚
合
‘
に
は
"

®
要

W

供
給 

は
.
'始
め
て
均
衡
を
：保
も
、爲

替

相

場

の

：恢
®

に
：資
す
る
，：を

轉
.る
ゆ
で
：

ミ

.：
®

ょ
ら
歐
洲
賭 

國
が

.
完
全
な
る
金
貨
本
位
制
に

®

蹄
し
な
；

S

限
も

®

前
.に
於
け
る
；ぶ
同
襟
の
平
準
®
に
速
す 

る
t

e

wは
、困
難
で
あ
る

€ 

も
、
尙

ほ

；中

準®
.に
，近
‘づ

き

得

る

Z.
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は
"な
ギ
期
す
る
を
得
ふ 

卞

か

ら

ぅ
*
^
.ぃ
斯
く
て
錢
衆
，國

，の
對
外
；取
資
"
2
歐̂
洲

.諸
國
に
於
け
る
通
，貨
價
遊
の
低
落

.を

0
t 

る
爽
以
で
あ

.み
而
し
て
諸
國
じ
於
て
通
貨
價
値
が
比
較
的
騰
貴
し
た
な
：ら
ば
、諸

.
國
を

‘し
て
‘合 

衆
國
の
市
場

U

於
て

'物
資
購
入
す
る
こ
ビ
の
不
利
猛
を
威

♦

し
め
も
に

.至

.ホ
か
ら
、

ill

然
合 

弗
，國

.自
身
：の
物
資

i
2

對

す

る
蛛
洲
詣
國
の
需
要
を
盛
な
ら
し
め
：る

r
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V，
爲
，る
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斯
く
や
此 

.場
合
に
も
、國
際
貸
撒
の
理
論
に
於
て
？

I

國
の
他
國

.に
；對
す
る
貸
付
金
ネ
結
局

.物

資

の

輸

送

-さ 

れ
る
形
態
を
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ウ

.
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、行
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れ
る
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S
ふ
こ
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賞
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；働
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。
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ド
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氏
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所
說
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'
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も
、其

一

端
が
観
は
れ
る
が
か
く

"
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^ロ
衆
國
が
：歐

洲
購
國
に
邮
ウ
て
ぎ
金
を
融
通
し
ょ

‘

チ

ビ

云

ふ

か

は

ぜ

：に
歐
洲
經
濟
：の
揖
.
與
に
‘資
す
を
こ
と 

を
純
W

の
目
的

ざ

す
る
.
の：で
チ
ぐ
、其
渡
面
に
於
で
、自
國

.
の
輸
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賈
ロ
タ
を

#

,

にI

じ
、斯
く
て
.戰
時 

じ
懷
張
さ
れ
た
エ
紫
の

0
0
じ
收
縮
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來
す
こ
ご
を
或
る
程
廣
に
防
止
し
ょ
か
ビ
云
ふ
希
望 

ざ
潜
ん
で
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る
事
賞
は
之

.

 ̂

定
す
も
を
得
な
い
。

.

.

而
し
て
賞
，隙

問
®

か
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て
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を

者
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る 

ビ
"

休
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後
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於
て
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、合
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衆
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.

質
：！：

'
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出

業
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物
資

.
ザ
幡
出
し
、
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方
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.
化
.
盤
の
.支
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る
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國
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.

银I
t
、

に
激
て
、資
金
を
借
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プ
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其

#

要
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.

斯
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國
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#
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率
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#

;

减
す
る
、の̂
^

.
ホ
が
"

同
時
に
.
歐
洲
辨
掛
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遺
す
\る
こ
と
が
出
來
す
、然
も
誉
替
へ
は
殆
ど
無
期
限
に
豆
る
に
至
ウ
た
。
然
ら
ぱ
當
初
短
期 

め
資
付
で
あ
ク
て
も
、事
賞

U

於
て
、長
期
の
：信

用

，ビ

異

な

ら

ざ

る

次

第

で

あ
.ウ
た
。

w
h
合
衆 

國
の
銀
行
、輸
出
業
者
幷
に
歐
洲
詣
國
の
輸
入
業
者
の
間
に
貸
借
の
闕
係
の
交
錯

^

^

^
こ
ご
、

爲
ウ
た
の
，で
あ
る
。

然

し

瓶

る

金
®

方
法
の
或
る
斯
聞
を
通
じ
て
、績
け
ら
れ
て
行
く
間
じ
、

一
.

.

.

.
 

.

方
に
合
，衆
國
聯
邦
準
備
金
銀
行
の
準
備
金
は
其

.最
小
安
全
黯
ビ
す
る
限
度
ま
で

®

迫
さ
れ
、此 

上
に
行

C
V

力
な
ら
ぱ
、金
貨
兌
換
の
制
度
か
ら
一
織
し
て
、兌
換
停
止
の

a

む
を
得
ざ
る
狀
態
に 

略
る
こ

-

が
略
ぱ
明
瞭

e

爲
ウ
々

0

斯
る
紐
期
の
融
通
法
に
代
ウ
て
•長
期
の
融
通
法
を
以
ク 

て
す
る
こ

y

の
必
要
は
此
際
に
於
て
，認
め
ら
れ
た
の
で
あ

a

て
"其
方
法
ピ
し
て
、最
も
簡
單
な 

る
も
の

t
r

合
’银
國
の
資
本
家
が
進
ん
で
外
國
の
證
券
に
資
金
を
放
下
す
る
こ

W

で
あ
る
£
考 

へ
ら
れ
た
。
然
し
合
衆
：

®

の
資
本
家
は
對
外
放
資
に
慎
熟
し
て
居
ら
一
な
か

C
V

た
ざ
同
時
に
、彼 

等
を
し
や
安
ん
じ
て
、對
外
放
資
に
當
ら
し
め
る
機
關
も
存
在
し
な
か
ウ

X:!。

今
^
$
1衆
國
內
に 

!

ウ
の
金
融
會
社
を
起
し
，此
會
社
を
し
て
歐
洲
の
瞪
券
を
所
有
せ
し
め
る

！

方
に
、斯
る
瞪
券 

を
擔
保
ご
し
て
、會
社
自
身
債
券
を
發
行
し
、廣
ぺ
合
衆
國
民
の
間
之
を
賣
却
す
る
方
法
を
取 

ク
カ
な
ら
ぱ
、金
融
會
社
が
仲
介
者
と
游
ウ
て
、合
衆
國
の
資
本
家
ビ

m

洲
謡
國
の
債
银
ピ
を
接

1 んVX,
/
み、
'̂

近
さ

せ
、然
も
合
衆
國
の
資
本
家
に
は
纖
外
放
資
に
伴
ぅ
危
險
を
衆
ら
ざ
ら
し
め

 

る
こ

V
J

、
爲 

る
道
理
で
あ
る
。
此
趣
意
を
達
す
る
爲
め
に
、千
九
百
十
九
年
十
二
月
チ
ク
タ
法
：な
る
も
の
が 

制
定
：さ
れ
た
。

同

法

の

要
®

ビ
す
る
所
は
合
衆
國
の
屬
領
、島

0
に
於
て

k

接
に
、又
諸
外
國
に 

於
け
る
代
理
店
を

通

じ

て
、國
際
金
融
業
務
に
從
ぅ
目
的
を
，以
ウ
て
、法
人
を
細
織
し
、此
法
人
は 

手
形
、小
切
手
、倩
券
其
他
の
有
價
瞪
券
を
賣
賞
す
る
：と
共
に
、法
人
自
ら
資
本
金
幷
に
積
立
金
の 

十
倍
を
限
度
ビ

し

て
、債
券

.
^發
行
し
、監
督
官
應
の
認
可
さ
へ
得
，れ
ぱ
、合
衆
國
內
に
於
て
營
紫 

を
行
ク
て
居
ら
な
い
外
國
法
人
の
爲
め
に
⑥
資
す
る
を
得
る
と

>
 
タ詣點，
で
あ
ウ
、エッ
 

デ
法
制
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育
に
於
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第

！
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邦
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國
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多
少
の
望
み 

を
屬
さ
れ
た
チ
ッ
デ
法
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大
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に
於
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失
敗
の
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る
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す
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で
あ
る

！

事
：が
放
資
を
爲
ず
填
合
の
困
難
ご
爲
ウ
カ 
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不
安
に
加
ふ
を
に
、政
治
の
動
搖
を 

も
：#

當
然
の
次
第
で
ぁ
：

C
V

て
、合

0 

し
.

た

V
J
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1 

ど
は
勿

論

モ
ぢ
る
が
、更
に

，，，.
1

般

的

原

因

-
^
し

て
 

.
の

木

，
硫®

で
あ
レ
、弾
輸

0 

.
不
规
.徘
で
あ

.ゎ
、社
會
的 

し

^

な
.
^
.は
資

.金

.

.を

.，.‘恢
給
.ず
る
者

.の

.路
隨
す
る
の 

外
放
：資
ぉ
目
的
ビ
し
お
举
人
ダ
事
業
：の
失
敗
に
.歸

を

：群

は

し.め

る

を

得

な

；い
め
-で
み
る
プ 

, 

ン
ダ

l

、s

ユ
I

レ
シ
察
の
得
安

. 

.

.

斯
め
：如
く
合
娘
：國
だ
け
ね
単
獨
め
督
擔
を
荷

d

せ
、同
國
の
對
外
放
資
に

依
.
®

し
‘

て

、
歐

，
洲

，.
雜 

濟

の

復

與

，
を

謀

 

'る
r

v 

i

 

:.

の
.

頗
る
.

困
難
で
あ

.

る

結

破

，
之

：

は

代

，なW

晝
と
じ

t

、千
九

W

.

11

十

，
年

の
 

プ」

ぞ
ッ
•■

セ
：ル
財
政
會

.

識
：に
向
ろ
て
、和

S
#

門
，委
：員

：タ
.

1
、：ミ；
.

ユー

.

v

y

氏
じ
か
ジ
て
、撒
出
さ
れ 

力
方
，案
が
あ
る
0 

:提
葉
者

.

の
名
を
収
ウ
て
、今

U

M

タ
|
>
ミ
ユ
-

I:

レ
シ
案
，

V
j

し
て
知
ら
れ
て
居
る 

も
の
で
あ

.

る
。
'

:

此
案
は
諸

.

國
於
け
る
輸
山
入
資
易
を
戰
前
に
於
：け
る

^

略
ぱ
同
，樣
の
狀
態 

に
银
歸
せ
し
め
る
、
こ
と
を
i

服
ご
す
る
。
例

.

ベべば
.

，或る

~國
> 

ク
輸
出
紫
者
が
他

國

.，
に

就

て

自
己 

の
，取

引

を

求

め

、取

引

の
條
仲
を
協
楚
し
、進
ん
で
信
用
狀
態
を
調
査
し
ぬ
揚
合
に
、其
狀

態
..

の 

不
&

で
あ
る

'

爲
め
に
、取
引
の
行
は
ざ
る
れ
至
：る：掛
念

' 

を
避
け
る

.

じ.

如
河
に
す
可
き
も

の
セ

茂?ン，-， 
' り、、•.

I

あ
；
る
か
、斯

るm

に
：輸
X

業
者
を
し
て
自
己
の
信
用
狀
態
を
改
善
し
、更
に
進
ん

.
で
有
利
な
る

.' 條 

仲
の
輸
入
を
行
し
め
る
爲
め
、輸
入
：業
者
自
ら
自
國
の
政
府
：に
陳
情
し
、政
厥
か
ら
或
る 

期
限
を
定
め
て
、

3

券
を
借
变
け
さ
せ
，之
を

.支
柳
の
保
識
と
し
て
、輸
出
業
者
.た
る
慎
權
器
に
交 

付
せ
し
め
る
の
で
あ
る

.？
お
ょ

.TS

此
取
引
を
完

t

す
る
：に

.は
、國
際
，聯
盟
：の
任
命
し
た
國
際
委 

員
會
の
承
認
を
得
な
：け
，：れ
ぱ
な
ら
す
、而
.レ
て
此
委
員
會
は
各
國
，の
輸
入
す

>0̂
:

物

資

の

、ふ
婴
で 

あ
る
こ
と
を
認
め

"
又

發

行

さ

れ

る

債

券

の

最

高

、辨
に
；就
て
、適
當
の
限
'鹿
を
，置き
、愤
券
を
：發
于 

す
る

政
府
に
，

對
し
て
、擔
.保

ご

レ

て
、
收
入
を
生
；す
る

：
.財
齋

例
へ
，ぱ
輸
出

A
.
耽
、國
有
鐵
道
-み
賣
事 

業
、森
#
等
を
提
供
せ
し
め

る

。

輸
入
業
者
に
し
て
支
挑
期
限
の
到
来
し
た
際
、物
資

の

代

金

を

 

決
濟
す
る
不
能
で
あ
：

C
V

た
場
合
に
は

'彼
れ
に
信
用
を
與
へ

☆

輸
出
業
者
は
自
已

の
债
權
.を 

调
牧
ず
る
爲
め
に
、擔
保
物
た

る

ク

/
-
"
ミ

ユ
I

レ

ン

债

券

を

收

用

す

，る

の
.で
あ

り

て

、

是
等

の

‘

倩
，
 

ダ

を

s
j
p

後

*が

し

て

激

資

の

目

的

物
ざ
す
る
ゆ
，も
、又

市

場

K

却
す
る

の

も
、典
に
其
自
力

こ 

膝
ず
る
が
若
し
債
芬

•を
賣
却
す
る
な
ら

.ぱ
、第

r

に
之
を
發
行
政
麻
に

.
賣
却
し
な
け
：れ
ぱ
な
ら 

ぬ
0 
.
或
は
外
國
の
金
融
會
社
を
通
じ
て
，タ

I
、ミ

ユ
，
1

レ.
ン
.
債
券

.を
合
衆

-
國
ゆ
資
本
家
に
.賣
却 

す

る
r

j

iも

一

策

で

あ
.=s、

又
-
此
#

合

に

金

融

會

社

が

，此

傻

券

を

所

有

し

た
上
、
之
を
擔
保
ご
し 

;
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M

ま

：

雨
條
信
用
徵
與
⑩
脱 

第
一
m 

i
 

て，：
發
，行
し
力
會
社
自
身
の
愤
券
を
合
一
释
國
に
資5

:

す
こ

V
J

も
出
来
る
譯

.で
あ
る
。

右
：の

如
く
で
ゐ
キ

ど

す

れ

ば

、ク

，
、ミ
.ユ
I

レ
シ
計
晝

に
は
、编

1

現
在
貿
爲
幷

に
金
融
の
行 

は

れ

つ

A

あ

る
機

關

を

刺

川

す

る
こ
ビ
、第

一

一
各

國

の，違

ウ
た
狀
態
に

應

じ
て

賞

断
の
計

i

じ
 

取
抢
を
加
へ
る
'こ

v
T

第
三

個
人
の
信
用
の

背
後
に

政
廣
の
信
用
を

®
 
く
こ
ご
の
特
徵
の
蒋
す 

る
事
賞
を
窺
ひ
知
る
を
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
假
に
タ
，

1
、ミ：：H

1

レ
ン
案

が
賞

行

さ 

れ
な
し
て

"果
し
て
娥
阿
の
效
果
を
養
す
る
で
あ
ら
う
か
"
國
際
間
に
於
け
る
物
資
の
輸
出 

入
は
此
針
晝
の

®

行
に
依
ウ
て
成
る
程
度
ま
で
容
爲

W

爲
ら

"
又
簡
便
爲
る
で
あ
ら
う
。
然
 

しながら

欺
洲
謎
國

.の

財

政
が

何
れ
も

今
日

の
如
き
收

K

不
均
衡
の
狀
盤
に

居

i

ク
K

ミ

ユ

I

レ
ン

R

券
の
利
子
を
支
柳
う
こ
と
に
す
ら
、差
支
へ
を
生
す
る
狀
態
で
あ
ウ
た
な

sJ'

ぱ，同債

. 

■
:
. 

- 

. 

,

券
の
費

®

は
必
す
低
落
し
、阿
れ

の

國
の
市
場
に
向
つ
て
も

"之

を

賣

却

す

る

に

就

て

"
®
難
を
感 

發
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

爲
替
相
場
の
旣
往

S
d

現
在 

.

1
歐

洲

能

.國

の

爲

替
M

場

が

日
d

,

如
く
動
搖
し

0
.
 

/
V

あ

る

こ
ざ
は
"、國

際

賀

易

の

恢

復

を

妨 

げ
0

、

.
わ

る

1

原
因
で
あ
わ
"又
世
界
め
經
濟
復
與
に
對
す
る
重
大
な
る
障
害
で

め

る

。

而
し

て
爲

#

粮
填

#

動
め
原
因
た

.

1

面
に
於
，て
は
資

， 4

な
V

X

は
貿
嚴
外
め
關
系
に
於
け
る
貸 

借
な
り
に
於

て
"：？？

衡

を

得

な

い

こ

V
i

で

ぁ

，る

ビ

共

に

、
他

の

I

面
に
於

VJ,

は
、則
政
不
整
理
通
貨 

膨
服
め
爲
め
に
、通
貨
の

f
f
l値
の
金
：货
に
對
し
て
低
落
レ
カ
こ

W

を
舉
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

e 

貿
n
勿
幷
ド
資

M

外
の
貸
借

‘爛
係
に
於
け
る
錢
動
に
依
ら
て
、爲
替
相
場
如
何
な
る
影
響
を
及 

ぱ
す
る
か
は
、英

米

南

國

の

關

係

に

依

，つ
て
、之
を
.說
明
す
る
。
即
ち
千
：九
百
十
四
年
歐
洲
開
戰 

直
後
、歐
洲
の
資
本
家
に

し

て
合
衆
國
の
償
券
を
所
有
す
る
者
は
戰
眷
の
游
め
に
必
要
ご
爲
ゥ 

た
資
金
を
得
る
爲
め
：に
合
衆
；國

.に
償
芬
を
賣
却
す
る
こ
ご
は
着
手
し
た

一

方
に
、例
年
の
輸
出 

季
節
と
：爲
：つ
て
も
、棉

花

穀

物

等

の

輸

出

の

杜

絕

し

ね

爲

，め
に
、對

英

爲

截

の

雪

要

は

增

加

し

て

、
 

供
給
之
：
.に
伴
は
ず
、遂
：

」

對
英
游
巷
相
場
を
し
て
七
弗
の
，高
き
に
至
ら
し
め
た
。
然
る
に
千
九 

百
：
す

五
年
の
秋
に
至
つ
て
は
、此
形
勢
は

I
#

し
寒
國
が
合
衆
國
に
就
て
，互
額
の
軍
需
品
を
購 

入
す
る
こ
と

、
爲
l

a
力
結

#

、碌
爲
替
の
供
絵
は
#
要
に

0
過
L

、爲
替
物
場
亦
輸
入
现
送
點
ま 

で
低
落
す
る
に
至

0 

斯
>
、
て

一

時
，英

國

は

金

の

輸

出

を

許

溶

す

る

と

云

ふ

正

常

の

手

段 

依
つ

て
、爲
替
相
場
を

織
正
す
る

こV

を

試

み
た

が
、金
の
輸
出

頗

る
多
く
、貨
粮
制
度

の
基
礎 

碱
搖

す
る

虞
れ
の
ぁ
る
移
め
、

暫
時
に

し
；V

廢
止
さ
れ
、政
府
の
取
引
に
闕
し
て
、必
婴
を
生
や

雜
十
七
卷

c
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論
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說

^
 

I

箱1

憐

1

六
 

る
場
合
，の
外
處
て
金
：货
の
輸
ホ
を
.

；鶴
止
す
る
こ
と
、
爲

.
.
C
V

 

^

,

o

英
國
.

に：行
は
れ
ね
所
が
自
ら
て 

他
の
爽
戰
諸
國
に
隊
さ
れ
た

"

^

^

^

は
"

論
を
俟
た
な
い
ぢ
一
方

-

じ
.

合

衆

國

の

，啤

際

货

借

t
f

有
利
• 

ヒ
傅
ゥ
て
、

®

:

入
现
送

®

を
越
過
し
、

3

煎
四
す

A

仙
の
低

§

に
至
つ
た
。
，然
も
金
.の
崎
入
の
行 

は
れ
る
こ

ざ
に

依
ク
て
、此
下
落
し
た
爲
截
如
場
を

.

®

取
す
る
，道
の
：無
'

く
‘

な
，つ
ゾ
れ
結
果
、相
場
の 

ボ
落
は
，i

出
の
增
加

V
J

共
に
、殆
ど
極
ま
る
所
を
知
ら
ざ
る
：の
狀
態
と
爲
；

B

,

んL

ご
b

-

た
.

。
唯
、戰 

時
英
.

國
幷
に
他
國
政
府
は
爲
替
相
場
に

M

し

て

人

爲

的

，確
，

®

の
手
段
を
施
し
、之
を
，

H

卵
七
十 

4

ハS

五
に

.
® 
く

こ

，
，と
：，
に
勉
め
，、仓
衆
國
办
信
用
を
以
づ
て
、自
國
の
物
資

.̂
1

外
國
：に
輸
送
し
た
リ

,
 

然.
X

な
が
ら
是
等
の

#

駄
は
ホ
九

M

十
九
年
，

Q
;
#

季
ね
来
漸
次
廢

.止
さ
れ
、♦
衆
國
政
府
は
ま 

洲

諸

，國

に

對

す

，
る
.
資
付
を
中
止

.
し
た

I

方
に

"軟
洲
詣

：

國
の
金
の
輸

‘出
禁
止

.
を
繼
續
す

.
る
.

こ

ご
 

の
‘依
然
れ
を
爲
め
、低
落
し

.た

.爲
赞
相
場
に
劇
す
る
：自

•然
の
恢

M
法
は
働
き

.出
す
道
な
く
、爲
咎 

^

場
は

.

B

じ
至
る

*
^
で、低
落
：の
勢
を
め

/ざ

る

や

とV
'

爲
.つ
：.ね
。’
故
じ
今
日

.，の

爲

截
^

族
. 

下
落
は

A
P
.衆
國
を
歐
洲
餓
國
ギ
の
間
に
生
じ
ゎ
賀
易
上
幷
じ
，金
融
上
の
變
動
卯
ち
合
衆
國
を 

し
て
債
務

W

か
ら
債
權
國
に
秘
ら
し
め
た
變
動
を
以
ク
て
，第

-
の
原
因
と
す
可
き
で
め
み
、繊 

S

て
欺
洲
諸
國
の
金
貨
本
位
制
が
廢
棄
さ
れ
て
、不
換
紙
幣
制
度
の
代
へ

' 
ら
れ
カ

こ

ミ
を
以

0
"

I
!

‘‘

I
I

て、第
二
め
原
因
と

.

す

可

ぎ

，で
あ
る
。

:

爲

智

相
場
！！

正

策
. 

‘

:

菩
人
は
轉
替
相
場
の

^

依
つ
て
-生

す
る

，
务

糊

の

影

響

に

對

，レV
、

之
を
輕
視
す
る
を
得 

な
い
。：
今
日
め
如
く
爲
替
相
場
の
；變
働
に

.極
ま
ん
所
な
か

◊

を
な
一
を
ぱ

， 1
i

じ
は
將
來
の
高 

低
を
見
越
し
て
、爲
替
を
賣

質

し

、

此
純
の
投
機
に
心
身
を
；傾
注
す
る
：者
を
生
す
る

し

、

第一

一
に
は 

貿
.，易
の
數
量
の
地
進
す
る
勢
を
妨
げ
、第

I
I
I

に
は
歐
：洲
雜
濟
の
復
奮
を
挫

|折
，せ
し
め
ざ
る
を
得 

で
ぁ
ら
ぅ
。，，：
蓋
し
爲
替
相
場
が
：今

日

の

如

く

：變
動
し
た
.な
ら
ば
、
當

業
者
は
自
己
の
輸
送 

し
ね
物
資
の
代
價

N
O

し

て

、
受

取

ウ

：た

：瑪
®

め
價
値
の
靓
何
で
ぁ
る
か
を
知
る
：こ
と
が
出
來
な 

い
."隨
ウ

て

、

其

國

際

，間

に.耳
る
取
引
を

.妨
害
，す
る
，の

®

だ
し
さ
は
、論
を
俟
た
な

い

。

妹
に
歐 

洲儲
®

：

の

游

截

相

，場

は

，今
B

單
に
變
動
す
る
だ
け
に
止
ま
ら

や

、

槪
し

て
下
落
す
る
傾
向
を
：史
 

め
效
か
以
上
は
、合
衆
國
を
始
め
爲
截
糊
場
の
比
較
的
高
い
他
の
詣
國
に

m

て

、

物
資
を
購
入
す 

る
：：

場
合
に
、

®

用
め
高
：き
に
至
る
こ
と
：を
免
か
れ
な
い
。
從
來
合
衆
國
が
歐
洲
諸
國
に
ク

レ

デ 

牛
ッ
ト
を
與
へ
め
時
代

K

は
、直
接
に

M資
擔
を
威
じ
な

い

で
、或
る
殺
度
ま
で
物
資
を
輸
入
ず
る 

:

を
得

！
？
が̂

、

其
れ

^
4

わ
て
も
資
擔
；め
後
日 

一

4

加
重
す
る
.勢

の

避

ザ

難
S

こ
ご
は
勿
翰
で

ぁ

み

，
ク
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レ
デ

4

ッ
ト

の
許
さ
れ
な
い
今
日
に
於

V

は
、直
接
に
大
な
る
負
擔
に
當
る
外
に
、物
資
の
供
絵 

を

受

け

る

道

を

蒋

レ

な

い

の

，で
あ
る
。

：

:
,右
の
如
き
：次
第
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、今
日
：歐
洲
諸
幽
に
：於
て
、爲
替
相
場
の
恢
復
幷
に
典
維
持 

を
謀
る
に

は

、

视
々
の
政
策
を
必
要
す
る
が
、就
中
其
重
要
な
，る
も
の
を
ぜ
げ
れ
ぱ
、左
の
如
く 

.で，あ
る
.。

 

:

第
，一

歲
計
に
於
て
、收
支
の
：均

衡

を

維

持

す

る

：こ

V」
。

蓋
し
今
日
の
如
く
各
國
の
政
麻
が
雜 

常
翦
に
應
す
る
の
に
、經
常
收
入
を
以
ジ
て
せ
ず
、鼻
ら
銀
行
券
紙
粮
の
增
發
に
依
つ

て

、

一
時
を 

細
塗
し
て
居
る
以
上
は
、國

內

於

て

：
通
貨
の
膨

購

ヒ

物
價
の
騰
貴

€
が

S
 

R

因
果
關
係
を
游 

し
、連
綴
し
て
極
ま
る
所
な
き
が
如
く
、通
货
と
辉

f

 

y
y

の
間
に
も
亦
同
樣
の

■

ほ
が
あ
り
て
、通 

货
膨
服
の
爲
め
に
多
額
の
經
費
を
必
要

ご

し

，

雜
数
の
多
額
ビ
爲

.

る
結
果
、史
に
通
貨
を
膨
服
せ 

し
め
る
勢
を
甚
だ
し

<

 

L

、斯
く
て
對
外
的
：關
係
に
ね
て
は
、翁
替
相
場
の
下
落
を
惹
起
す
に
至 

る
の
で
あ
る
。

此
事
は
ズ
ラ
ッ
，
セ

V

財
政
會
識
の
前
後
か
ら
、識
者
の
注
：意
に
上
ウ
た
所
で
あ
：
 

ゥ
て

、

例
へ

.

ぱ
英
國
の
ダ
パ

1

ノ、
>

卿
の
如
き
千
九
，百
十
九
年
十

J

月
同
國
上
院
に
於
て
：世
界 

に
於
け
る
物
資
の
生
産
高
は
千
九
百
十
三
年
ビ
同
十
八
年
ど
を
，化
峡
し

t

、九
割
の
程
议
に
：轉

I
I
f:
P
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f

h
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か
れ
て
居
率
高
率
耽
て
著
し
と
す
な
，得ない，

一

方
‘に
ぜ
娜
方
使
み
分
&
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五
倍 

大

；

の：增
加
を
來
し
た
夢

賞

：

を
擧
げ
て
、世
界
雜
濟
浪

，亂

の
.
原
因
の
那
邊

.に：
存

：

す
る
か
を
明
に
し
、
 

次
い
で
世
界
經
濟
の
安
定
を
謀
る
あ
策
ご
し
て
、第
：

一

國
家
の
經
費
を

#

#

收
入
に
货
ウ
て
"支 

0 

れ
る
程
度
ま
で
紘
小
ず
る
こ
お
、第
二
以
上
の
目
的
を
遂
す
る
に
必
要
な
る
ま
で
、租
桃
を 

增
樣
ず
る
こ
ざ
、第
三
國
民
の
：貯
蓄
金
に
依
つ
て
，應
募
さ
：れ
る
公
債
を
發
行
し
、之
を
利
用
し
て
，
 

®

期
公
倩
を
整
理
す
る
こ
も
第
四
銀
行
芬
流
通
高
を
即
時
に
減
縮
し
、級
い
て
之
を
縮
小
す
る 

こ
ビ
の
四

‘
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の
如 

き
は
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に
財
政
金
融
に
：職
す
る
，當
面
の
：問
題
に
對
，し：て

’最
も
穩
健
な
：•る意
晃
を
代
表
し
た
も
：
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可
き
で
あ
る
。
而
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年
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政
會
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の
開
催
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る
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同
愈
載
に
於
て
專
ら
列
國
の
委
員
又
は
専

E
：

家
：に：依
ウ

て

、

討
議
さ
れ
た
の
も
、上
記
の
問
®
で 

あ
つ

t
,
'決
議
の

r

個
條
と
も

‘.游
ウ
た
の
で
あ
る
が
、今
日
に
至
る
ま
で
、容
易
に
賞
現
さ
れ
や
、得 

に中軟歐の詣國を

通

じ
て
、上：記
の
弊
害
の
甚
だ
し

^
5̂
を
見
る
の
で
あ
る
。
館
ニ
爲
替
の 

碑
®

は
歐
洲
の
贸
易
が
不
權
衡

6

狀
態
で

あ
： .

つ
て
は
、之
を
望
む
を
得

な

い

，。

然
し

な

が

ら一 

方
か
ら
云
へ
ば
、歐
洲
詣
國
が
：政
府
で
あ
る
；を

私

人

ヤ

あ
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を
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す
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の
如
く
合
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債
務
を
愈
う

‘て；思
む
所
な
き
狀
態
で
あ
つ
て

H

爲
替
は
確

®
 

f

#る
を
得
な
い
。
固
ょ

-
 ̂

♦

衆
：適
に
，信

用

を
.得
る
こ

：W 

.は
，，

： |
‘

時
，爲
替
手
形
に
對
す
ぁ
需
要
を
增
進
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
 

糊
®

を
高
か
ら
し
め
る
力
は
あ
，る
と
し

 

'ても
、斯
く
新
に
起
り
た
債
務
に
對
す
る
利
子
は
軟
洲 

詣
國
，の
鱼
擔
を
附
加
し
て
、

@
.

び
爲
播
相
場
を

M

迫
す
る
こ
ご
を
免
が
れ

'
な
い
。
第
三
歐
洲
詣 

國
が
或
ほ
勉
償
金

な

レ
.
•或

は

聯

命

諸

國

に

：對
.す
る
資
倩
な

b

を
う
て
居

K

之
を
支
拂
は
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
地
位

a

居
る
こ
を
は
、線
截
相
場

.を
不
確

®

な
ら
し
め
る
所
以
と
鴻
る

"

厥
洲
輕
濟
復
奥
の
道

斯
の
如
，

く

考
を
進
め
て
来
る

ご
、
歐
洲
の
經
ー
濟
狀
態
を
®

興
す
る
爲
.め
に

は
、
第

一

詣
國
の

§2； 

易
.
じ
於
て
、均
衡
を
得
る
こ

.
V

が
必
要
で
：あ
ら
、之
を
得
る
方
法
と
し
て
は
成

*±
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逸
償
'金の
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S

な
り
、
或
は
.部

米

職

務

廢

寨

論

な

ぐ

が

唱

へ

ら

れ
、见

1̂
,

雨
港
を
述
結
し

>

、欺
洲
詣
國
の
合

‘ 

跟

S

に
負
う
倩

.

務
獨
逸
じ
對

.

し
て
，濟

す

る

賠

償

金

の

權

ま

と

を

相
®

す

る
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可
な
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ど
す
る
：靴
の
行
は
れ
る
の

も

、

適
理
上
に
於
て
確
に
根
據
め
り

W

認
め
ら
れ
る
。
：唯
都
何
な
る 

群
.

俊
ま
で
、賞

行

上

の

，可

能

独

を

有

す

る
.

か
間
題
と
爲
る
の
で
あ
る

0
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V
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ほ
は
此
殺
赔
愤
金
偶
週
を
論
じ
、其
敬
後
の
決
究
を
得
る
豫
傭
條
件
ビ
し
て
、第

一

m

逸
を
し

て
-?\ #

ぐ

W

も
千
九
宫
ネ
十
二

I

每
末
ま
で
、爱
嫩
延
期
：

.の
特
典
に
浴
甘
し
：め
る
こ

•
义
第

一

一
物
資

. 

を
以
つ
て
す
賠
徹
金
の
引
據
は

W
,後
に
荒

.廢
地
の
復
興
に
必
要
で

^

る
M

造
品
半

.
S

品
を 

除
き
、

一

®

廢
.此
す

"
'る
こ
，V

"

第
三
賠
償
金
に
關
す
る

.決
‘譲
が
成
立
す
れ
ぱ
，之
を
機
會

ビ

し
て
、賠 

償
.委
員
，會

は

么

解

散

し

、將
本
の
償
翁
支
-

®
に
遮
：督
を
：要
す
る
.
も
す
れ
ぱ
，之
‘：を

#

げ
て
國
際 

聯

職

：̂
.託

す

％ 

ビ
、第
.
3
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.
ン> 

'ス

ン

ド

の

占

：

腐
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之
.
^廢
业
す
る
こ
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を

舉

げ

將

來 

此
g

.

sに桃で、如な
る
決
楚
到
來
す
る
か
、

^
\
?を
知
る

.
を
得
な
い
が
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れ
か
の
形
に
於
て
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î
n E
u
r
:
y

 

s

:
01

1

に
.
‘

欧
洲
經
海
後
興
の
方

.

便
ご

し
て
.

、如

何

：
に
，し
T

路
國

の

間

に
，完
‘

全

な

：る
，金

貨

本

位

制

ケ
復
與
す
る
か

W

云
.
ふ
，i

と

!:

個
め
魔

®
 W

'

爲
•る
b

藻
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今
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風
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め

て
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の
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：
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。
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k
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條
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S
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に
代
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る
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値
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罩
位
を
ま
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求

'め
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あ
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。
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於
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も
總
貨
流
通 

.

第
十
七
卷

* 

( 

ニ 

ニ 

a

 

'
凯

：

圓
際
信
用
復
興
間
組

 

银I

號

ニ

ー

m p .
m



ほ

I

■ - ' 3

ポ
十
七
お

•(
1
m
)

論

k
 

M

i

用
n

 

傅.

ー號ニニ

 

：

:

狀
：態
の
条
狐
甚
だ
し
：き
至
つ
力
結
果
で
あ

C
V

て
、一

:

方
に
金
紙
の
同
慣
を
以
ジ
て
、兌
換
せ
や
、例

:バ
：

：：

ド
：
 

へ
ぱ
金
貨

1

0
克
に
，對
レ
て
.紙
將
の
若
干
馬
克
ご
云
ふ
が
如
き
割
合
を
定
め
て
、兌
換
を
開
始 

す
る

i

ど
も
办

一
策
と
移
を
。
然
も
斯
の
如
き
處
廣
を
取
る
に
就
て
は
，、之
に
先
だ
ウ
て
、銀
行
，っ
 

:
券
公
债
其
他
の
債
券
を
廢
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
英
"佛
、伊
、白
の
詣
國
に
於
て
は
、必
す
し
も 

國
家
倩
務
を
廢
棄
す
る

®

境
に
ま
で

"陷
ウ
居
ら
な
一
い
：で
あ
.ら

う
？
：：.

然
し
：な
が
ら
是
等
の
詣 

國
に
於
て

は
^
^
3

を
戰
爭
前
に
比
峻
す
る
ビ
、報

£

の
正
，貨
準
備
は
著
し
く
減
少
し
て
居
り
、隨
ゥ 

て
英
國
を
除
き
他
の
諸

&

に
於
て
は
、金
融
上
の
世
界
的
協
力
を
仰
ぐ
に
非
ざ
れ
ぱ
、正
貨
兌
換

m 

の
復
歸
を
得
る
こ
ご
を
難
レ
せ
す
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ぱ
何
を
以
ウ
て
是
等
の
國
に
於
て
金 

货： #

備
を
充
賞
す
る
方
策

^
^す
る
か
。
本
來
世
界
に

.於

：け
：
る

金

の

，分

配
.は
，：
®
:國
の
間
に
、參

ザ

：

じ
冗
つ
て
行
は
れ

.ゥ
>

あ
る
賈
易
，上：金
融
上
の
關
係
に
，基
き
、諸
國
の
必
，遮
ご
す
る
糧
度
に
應 

じ
て
、走
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、之
を
決
定
す
る
に
與
づ
て
最
も
力
あ
る
：

A

物
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_
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に
外
な
ら
な
い
。
隨
り
て
正
の
狀
態
の

.

.下に、出現
す
る
，
働

き

へ

ぱ

"正貨の菩積高 

の
旣
に
収
付
け
ら
れ
た
國
は
輸
出
超
，過
を
維
持

‘わ
、之
に
對
し
て
、金
の
現
送
さ
れ
る
こ

メ

に

讲

:

\
v

て
、正
貨
を
邵
充
す
る
の
外
に
、何
等
の
道
を

#

し
な

S
。

而
し
て
或
る
一
國
が
他
國
じ
與
し
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又
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ら
ぱ
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は
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\
 ,,
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過
す
る
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ビ
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金
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,
利
挪
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額
k

均
し
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.に
至
る
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で
：あ
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I

方
R
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1
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：
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输

出

超

過

で
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賠
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必
要
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さ
れ
る
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て
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か
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り
然
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な
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ら
斯
る
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手

段
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す
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す
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免
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れ
な
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に
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：
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値
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に
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ら
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を
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又
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政
上
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於
け
る
収
支
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衡
維
持
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依

0
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貨
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收
縮
す
る
手
段
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れ
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ら
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斯
る
手
段
の
行
は
れ
て
、效
果
の
現
は

：

‘ 

I 

れ
来
ジ
た
湯
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ら
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は

れ

得
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政

策

さ

爲
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..で
あ
ら
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。
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從

来

國
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に

拘
は
ら

，
t
 r 

W
,

し
，V

:

實
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絡
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を
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前
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行
は
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な
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な

ら

ぬ
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V
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あ
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。
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